
２０２４年３月期（２０２３年度）
第２四半期（累計）決算

２０２３年１１月１７日

業績説明会資料



説明内容

１．２０２４年３月期

第２四半期業績について

２．２０２４年３月期

通期業績予想について



説明内容

１．２０２４年３月期

第２四半期業績について

２．２０２４年３月期

通期業績予想について
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◆ 機能化学品セグメントは厳しい事業環境で需要減
◆ 医薬・医療・健康セグメントは堅調に推移

連結損益計算書

[単位：億円]

１，０３８ １，０１８ ▲２０ ▲1.9％

３７６ ３８０ ＋５ +1.2％

(３６．２％) (３７．４％)

販売費・管理費 １７１ １８０ ＋８

２０４ ２０１ ▲４ ▲1.9％

(１９．７％) (１９．７％)

営業外損益 ２１ ２２ ＋１

２２６ ２２３ ▲３ ▲1.4％

２６ １２ ▲１４

２５１ ２３４ ▲１７ ▲6.7％

７７ ７１ ▲６

１７４ １６３ ▲１１ ▲6.4％

※当期純利益＝親会社株主に帰属する四半期純利益

当期純利益※

特別損益

税金等調整前四半期純利益

法人税・調整額他

経常利益

（売上総利益率）

営業利益

（営業利益率）

売上高

売上総利益

２０２２年度
第２四半期

２０２３年度
第２四半期

増減額 増減率
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※増減販及び変動費には、計＋ ９億円の為替影響を含む

連結営業利益の差異内訳

グループ全体の差異（２０２３年度実績対２０２２年度実績）

※ ※
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[単位：億円]

売上高 ６７２ ６３７ ▲３５

営業利益 １１６ １００ ▲１６

営業利益率 17.3％ 15.7％

２０２２年度
第２四半期

２０２３年度
第２四半期

増減額 ◆ 減収減益
◆ 厳しい事業環境で需要減

売上高増減の主な要因（対前期）

・特殊防錆処理剤
⇒海外向け自動車関連の出荷堅調

・界面活性剤
⇒トイレタリー関連の出荷減少

化粧品関連は堅調

・脂肪酸誘導体
⇒アジアにおける環境エネルギー関連の

出荷減少

機能化学品セグメント

２０２３年度第２四半期の概況

※増減販及び変動費には、計▲ １億円の為替影響を含む※ ※

営業利益差異内訳（上期）

（注）２０２３年度より、NOF EUROPE GmbHの管轄を機能化学品セグメントから、
医薬・医療・健康セグメントへ変更。２０２２年度は管轄変更後の数値
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[単位：億円]

売上高 ２６４ ２６４ ＋０

営業利益 ９８ １０５ ＋７

営業利益率 37.0％ 39.8％

２０２２年度
第２四半期

２０２３年度
第２四半期

増減額 ◆ 増収増益
◆ ライフサイエンス事業での為替影響

売上高増減の主な要因（対前期）

・DDS医薬用製剤原料
⇒欧米への出荷堅調

外貨建販売の為替影響

・食用加工油脂・食品機能材
⇒需要が落ち着いたものの、

原燃料価格高騰を受け販売価格改定

・生体適合性素材
⇒MPC関連製品の出荷減少

医薬・医療・健康セグメント

２０２３年度第２四半期の概況

※増減販及び変動費には、計＋ １０億円の為替影響を含む

営業利益差異内訳（上期）

※ ※

（注）２０２３年度より、NOF EUROPE GmbHの管轄を機能化学品セグメントから、
医薬・医療・健康セグメントへ変更。２０２２年度は管轄変更後の数値
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[単位：億円]

売上高 １００ １１４ ＋１５

営業利益 ▲１ ７ ＋９

営業利益率 ▲1.3％ 6.5％

２０２２年度
第２四半期

２０２３年度
第２四半期

増減額 ◆ 増収増益
◆ 武豊工場の配管破裂事故の影響は軽微

売上高増減の主な要因（対前期）

・防衛関連製品
⇒売上高は増加

・宇宙関連製品
⇒ロケット向け製品の出荷が増え、

売上高は増加

・産業用爆薬類
⇒売上高は増加

・機能製品
⇒売上高は減少

化薬セグメント

２０２３年度第２四半期の概況

営業利益差異内訳（上期）
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202３年度第２四半期 前年同期比の業績動向（主要製品）

セグメント 主要製品 売上動向
営業利益
動向

主な営業利益増減要因

機能化学品

界面活性剤 トイレタリー関連の出荷が減少し減益

脂肪酸誘導体
アジアにおける環境エネルギー関連の
出荷が減少し減益

特殊防錆処理剤
海外向け自動車関連の出荷が堅調に推移
するも原燃料影響で前年同期並み

医薬・医療・
健康

ＤＤＳ医薬用製剤原料
欧米への出荷が堅調に推移したことに
加え、為替影響もあり増益

食用加工油脂・
食品機能材

原燃料価格高騰を受け販売価格を改定し
増益

化薬

防衛関連製品 売上高が増加し増益

宇宙関連製品 ロケット向け製品の出荷が増え増益
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連結貸借対照表

[単位：億円]

現預金 ９２５ ９４１ ＋１６ 仕入債務 １９７ ２１５ ＋１８

売上債権 ４９０ ４８１ ▲９ 有利子負債 ４８ ４９ ＋０

棚卸資産 ４９７ ５２９ ＋３２ 繰延税金負債 ９８ １１２ ＋１４

その他流動資産 ２５ ３２ ＋６ その他 ３５０ ３２９ ▲２１

有形・無形
固定資産

６５０ ７１８ ＋６８ （ 　負　　債 　） ( ６９４ )( ７０５ )( ＋１１ )

投資有価証券 ４４７ ４８２ ＋３５ 株主資本 ２，１４６ ２，２３７ ＋９２

その他 ６０ ５９ ▲１
その他の包括利益
累計額 ２４６ ２９１ ＋４５

非支配株主持分 ８ ９ ＋０

（ 純　資　産 ） ( ２，４００ )( ２，５３７ )( ＋１３７ )

資産 ３，０９４ ３，２４２ ＋１４８ 負債・純資産 ３，０９４ ３，２４２ ＋１４８

２０２３年
３月末

２０２３年
９月末

増減額
２０２３年
３月末

２０２３年
９月末

増減額
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連結キャッシュ・フロー計算書

[単位：億円]

２０２２年度
第２四半期

２０２３年度
第２四半期

１．営業活動によるキャッシュ･フロー １１２ １４５

２．投資活動によるキャッシュ･フロー １ ▲７１

３．財務活動によるキャッシュ･フロー ▲７７ ▲７３

  長期・短期借入金の増減 ▲１３ ▲１

　自己株式取得 ▲２５ ▲２５

　配当金の支払 ▲３８ ▲４７

　その他 ▲１ ▲０

４．その他 １５ １０

１～４の計 ５０ １１

５．期末残高 ８６５ ９０２

フリー・キャッシュ・フロー １１３ ７４
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２０２２年度
第２四半期

２０２３年度
第２四半期

前年同期比
増減

売上高営業利益率 [％] １９．７ １９．７ ＋ ０．０

売上高経常利益率 [％] ２１．８ ２１．９ ＋ ０．１

Ｄ／Ｅ　レシオ [倍] ０．０２ ０．０２ ＋ ０．０

１株当たり四半期純利益 [円] ２１３．４ ２０２．９ ▲ 10.5

１株当たり純資産 [円] ２，８３０．８ ２，９７５．３ ＋ 144.5

９月末当社株価 [円] ５，２２０ ５，９７６

ｃｆ．日経平均株価 ２５，９３７ ３１，８５８

株価純資産倍率（ＰＢＲ） [倍] １．８４ ２．０１ ＋ ０．１７

指標推移



説明内容

１．２０２４年３月期

第２四半期業績について

２．２０２４年３月期

通期業績予想について
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事業環境：原燃料価格高止まり、世界的なインフレ継続、金融情勢の混乱
国内の景気は緩やかに回復しているものの、中国経済停滞の長期化
円安の継続

２０２３年度想定事業環境

2022年度
実績

2023年度
前回想定
（５／１１）

2023年度
今回想定
（１１／１）

パーム油価格
（ＦＯＢマレーシア）

ＵＳ＄/ＭＴ 1,150 950 950

国産ナフサ価格 円/ＫＬ 76,500 69,000 69,000

円/ＵＳ＄ 135 130 145

円/ＥＵＲ 141 140 155
為替レート
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◆ 業績予想は５月公表値より営業利益・経常利益・当期純利益を上方修正

２０２３年度業績予想の概要

[単位：億円]

２，１７７ ２，３００ ２，２００ ▲１００ ▲4.3％

４０６ ３７０ ４００ ＋３０ +8.1％

(１８．７％) (１６．１％) (１８．２％)

４３２ ３８０ ４２５ ＋４５ +11.8％

３４０ ２８４ ３２５ ＋４１ +14.4％

４１７．０円 ３５１．５円 ４０４．０円 ＋５２．５円

※当期純利益＝親会社株主に帰属する当期純利益

売上高

２０２３年度
今回修正予想

（１１／１）

２０２２年度
実績

２０２３年度
前回予想
（５／１１）

前回予想からの
増減額

前回予想からの
増減率

営業利益

（営業利益率）

経常利益

当期純利益※

１株当たり
当期純利益
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※増減販及び変動費には、計＋ １７億円の為替影響を含む

連結営業利益の差異内訳

グループ全体の差異（２０２３年度予想【11/１】対２０２２年度）

※ ※
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[単位：億円]

売上高 １，３６０ １，３２５ ▲３５

営業利益 ２２７ ２１８ ▲９

営業利益率 16.7％ 16.5％

２０２２年度
実績

２０２３年度
今回修正予想

増減額

機能化学品セグメント

２０２３年度予想

※増減販及び変動費には、計▲ １億円の為替影響を含む

営業利益差異内訳（通期）

※ ※

◆ 減収減益
◆ 上期に引き続き厳しい事業環境

売上高動向

・特殊防錆処理剤
⇒海外向け自動車関連の需要堅調

・界面活性剤
⇒トイレタリー関連の需要低調

化粧品関連は堅調

・脂肪酸誘導体
⇒アジアにおける環境エネルギー関連の

需要低調

（注）２０２３年度より、NOF EUROPE GmbHの管轄を機能化学品セグメントから、
医薬・医療・健康セグメントへ変更。２０２２年度は管轄変更後の数値
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[単位：億円]

売上高 ５１４ ５２９ ＋１５

営業利益 １８２ １９８ ＋１６

営業利益率 35.5％ 37.4％

２０２２年度
実績

２０２３年度
今回修正予想

増減額

医薬・医療・健康セグメント

２０２３年度予想

※増減販及び変動費には、計＋ １８億円の為替影響を含む

営業利益差異内訳（通期）

※ ※

◆ 増収増益
◆ 下期も堅調に推移

売上高動向

・DDS医薬用製剤原料
⇒欧米への需要堅調

外貨建販売の為替影響

・食用加工油脂・食品機能材
⇒需要堅調

・生体適合性素材
⇒MPC関連製品の需要低調

（注）２０２３年度より、NOF EUROPE GmbHの管轄を機能化学品セグメントから、
医薬・医療・健康セグメントへ変更。２０２２年度は管轄変更後の数値
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[単位：億円]

売上高 ２９９ ３４２ ＋４３

営業利益 １８ １９ ＋１

営業利益率 5.9％ 5.6％

２０２２年度
実績

２０２３年度
今回修正予想

増減額

化薬セグメント

２０２３年度予想

営業利益差異内訳（通期）

◆ 増収増益
◆ 武豊工場の配管破裂事故の影響は軽微

売上高動向

・防衛関連製品
⇒売上高は増加

・宇宙関連製品
⇒売上高は前年並み
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※１ 機能化学品セグメントの増減販及び変動費には、計＋１億円の為替影響を含む
※２ 医薬・医療・健康セグメントの増減販及び変動費には、計＋１９億円の為替影響を含む
※３ 合計の増減販及び変動費には、計＋２０億円の為替影響を含む

連結営業利益の差異内訳

セグメント差異（20２３年度予想【11/１】対20２３年度前回予想【５/１１】）

※１ ※１

※２※２

※３※３

［単位：億円］

差異内訳

増減販 変動費 固定費
棚卸
影響

計

機能化学品 228 ▲41 +37 +1 ▲6 ▲10 218

医薬・医療・健康 164 +17 +12 +5 +0 +34 198

化薬 15 +5 +1 +1 ▲2 +4 19

その他・調整 ▲37 ▲1 ― +3 ― +2 ▲35

合計 370 ▲21 +50 +9 ▲8 +30 400

2023年度
前回予想

2023年度
今回予想
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◆２０２３年度の年間配当は、４円増配の１１２円とする

◆2009年度以降、着実に累進配当を継続

◆自己株式は、３０億円取得（２０２３年１１月２日～２０２４年１月３１日）

◆総還元性向５０％程度を目標

２０２３年度株主還元

(注）当社は、2017年10月1日付で普通株式2株につき1株の割合で株式併合を行っております。
上記グラフは2017年度中間配当以前の配当金について、普通株式2株につき1株の割合で株式併合した場合の額を記載しております。

(年度）

(円/株)

90.0％

49.3％



・本資料はあくまで弊社をより深く理解いただくための資料であって、
本資料による投資等何らかの行動を勧誘するものではありません。

・本資料は、現時点で入手可能な情報に基づいて弊社の判断により
作成されておりますが、実際の業績が様々な要素により計画とは
異なる結果となり得ることをご承知おきください。

・本資料のご利用に関しましては、ご自身の判断と責任にてお願い
いたします。

・本資料の金額表示は、億円未満を四捨五入しております。

お問い合わせ先

住 所
電 話
Ｆ Ａ Ｘ
E - m a i l
ホ ー ム ペ ー ジ

： 日油株式会社
コーポレート・コミュニケーション部 IR室 岡田 賢典

： 東京都渋谷区恵比寿四丁目２０番３号
： ０３－５４２４－６６５１
： ０３－6634－6471
： iroffice@nof.co.jp
： http://www.nof.co.jp


